
「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０
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！
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❷

謹んで新年のご挨拶を申し上げます

市長

岩田 昭人

　

新
春
を
迎
え
て

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
24
年
３
月
に｢

共
に
創
り　

未
来
に
つ
な
ぐ　

誇
れ
る
ま
ち　

お
わ
せ｣

の
実
現
に
向
け
、
第
６
次
尾
鷲
市
総

合
計
画
を
策
定
し
て
か
ら
、間
も
な
く
前
期
の
５
ヶ
年
が
経
過
い
た
し
ま
す
。そ
の
間
、日
本
創
生
会
議
が
発
表
し
た
将

来
人
口
推
計
に
お
い
て
、
消
滅
可
能
性
の
高
い
都
市
に
本
市
の
名
前
が
あ
が
り
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
で
は
、
人
口
は
約

１
万
８
千
人
と
な
り
、５
年
前
か
ら
約
２
千
人
減
少
す
る
な
ど
、ま
す
ま
す
人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に
則
っ
て
策
定
し
た「
尾
鷲
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
と
も
整
合
を
図
り
、
平
成
29
年
度
を
始
期
と
す
る
第
６
次
尾
鷲
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
い

た
し
ま
し
た
。そ
の
重
点
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、子
ど
も
か
ら
生
涯
を
通
じ

た『
お
わ
せ
人
づ
く
り
』を
掲
げ
、「
食
」を
推
進
エ
ン
ジ
ン
と
し
て「
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
」、「
地
域
を
支
え
る
人
づ
く

り
」、「
産
業
を
支
え
る
人
づ
く
り
」、「
お
わ
せ
応
援
団
づ
く
り
」を
推
し
進
め
、地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
な
か
で
、
定
住
移
住
対
策
と
し
て
、住
宅
探
し
を
目
的
と
し
た
空
き
家
バ
ン
ク
、
市
内
事
業
所
を
紹

介
す
る
情
報
発
信
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
に
加
え
、
来
年
度
か
ら
の
運
用
を
目
指
し
て
い
る
移
住
体
験
住
宅
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。昨
年
の
夏
に「
漁
村
民
家
再
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
開
催
し
、ピ
ザ
窯
作
り
や
庭
の
整
備
な
ど

を
行
い
、
こ
れ
を
通
じ
て
、実
際
に
本
市
に
移
住
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。こ
の
移
住
体
験
住
宅
に
つ

き
ま
し
て
は
、
尾
鷲
の
暮
ら
し
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
１
人
で
も
多
く
の
方
に
尾
鷲
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
移
住

す
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
口
減
少
、
少
子
化
な
ど
の
課
題
に
対
し
、
庁
内
各
課
が
連
携
し
、
妊
娠
期

か
ら
乳
幼
児
期
、
就
学
期
の
子
育
て
を
途
切
れ
な
く
支
援
す
る
体
制
を
構
築
し
、「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」、「
地
域

の
憩
い
の
場
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
地
域
の
「
お
せ
っ
か
い
隊
」
と
の
連
携
も
含
め
、
地
域
に
密
着
し
た
「
子
育
て
し
た

い
・
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
、
超
高
齢
社
会
の
波
が
本
市
に
も
押
し
寄
せ
る
な
か
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、「
共
創
」

の
理
念
の
も
と
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
が
共
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
一
体
と
な
っ
て
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



❸

謹んで新年のご挨拶を申し上げます

市議会議長

真井 紀夫

　

迎

春

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
初
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
、
市
長
と
市
会
議
員
を
改
選
す
る
年
で
あ
り
ま
す
。
市
議
会
の
今
任
期
は
、
あ
と
五
ケ
月
ほ
ど
を

残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

市
長
改
選
は
も
と
よ
り
市
議
会
と
し
て
も
、新
た
な
る
改
革
と
活
動
に
、前
進
す
べ
き
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

年
々
人
口
が
減
り
続
け
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
、
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
災
対
策
、
公
共
施
設
の
整
備
、
産
業
の
振
興
、
福
祉
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
上
、
市
民
は
も
ち
ろ
ん
、
尾
鷲
に
移
住
を
求
め
る
人
達
に
と
っ
て
、
最
も
関
心
を
寄
せ
る
の
は
、
尾
鷲
総
合
病
院
の

整
備
と
充
実
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
健
康
と
生
命
を
守
る
こ
と
は
、
市
政
の
大
切
な
責
務
で
す
が
、「
病
気
に
な
っ
て
も
近
く
で
安
心
し
て
治
療
を

受
け
ら
れ
る
か
、
ど
う
か
と
い
う
」切
実
な
問
題
が
あ
り
、
早
く
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
百
六
十
五
日
二
十
四
時
間
の
救
急
医
療
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
、
確
立
す
る
こ
と
も
最
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
は
、
市
長
と
同
じ
く
市
民
の
皆
様
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
存
在
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
役
割
と
責
任
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
を
議
会
報
告
会
な
ど
を
通
じ
て
把
握
し
、
議
員
に
よ
る
政
策
討
論
会
等
か
ら
執
行
部
に

提
案
す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
形
で
市
政
運
営
に
反
映
し
、
市
民
の
皆
様
の
付
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
決
意

を
新
た
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
て
議
員
一
同
、さ
ら
に
市
民
の
皆
様
の
付
託
に
応
え
る
べ
く
、誠
心
誠
意
、努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
御
支
援
と
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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第
13
回
尾
鷲
お
ひ
な
さ
ま
ま
つ
り

　
尾
鷲
お
ひ
な
さ
ま
ま
つ
り
実
行
委
員
会
と
協
力
団
体
と

の
共
催
で「
第
13
回
尾
鷲
お
ひ
な
さ
ま
ま
つ
り
」を
開
催
し

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、参
加
す
る
団
体
、個
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、ご
自
宅
に
眠
っ
て
い
る
お
ひ
な
さ
ま
を

一
緒
に
お
披
露
目
し
ま
せ
ん
か
。

お
問
い
合
わ
せ　
水
産
商
工
食
の
ま
ち
課　
☎
�
８
２
２
３

①
天
満
荘

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
天
満
浦
百
人
会

②
馬
越
屋

つ
る
し
び
な
有
志
の
会

③
の
ー
じ
へ
い
こ
ら
い

④
夢
古
道
お
わ
せ

⑤
三
重
県
立
熊
野
古
道
セ
ン
タ
ー

⑥
尾
鷲
神
社

⑦
矢
浜
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

や
の
は
ま
道
の
会・
灯
り
を
つ
け

ま
し
ょ
ぼ
ん
ぼ
り
会

⑧
尾
鷲
観
光
物
産
協
会

⑨
駅
前
発
展
会

※
場
所
に
よ
り
開
催
期
間
が
異
な

り
ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

２
月
中
旬
～
３
月
中
旬
開
催
予
定

社
会
保
障・
税
番
号
制
度（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）の
導
入

　

社
会
保
障・
税・
災
害
対
策
分
野
に

お
い
て
、行
政
手
続
の
効
率
性・
透
明

性
を
高
め
、国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の

高
い
公
平・公
正
な
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、社
会
保
障・
税

番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）制
度
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
分
以
降
の
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
や
贈
与
税
の
申
告

書
の
提
出
の
際
に
は
、次
の
も
の
が
必

要
で
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
12
桁
）の
記
載

◆
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た
は
、

写
し
の
添
付

本
人
確
認（
番
号
確
認
及
び
身
元
確

認
）を
行
う
時
に
使
用
す
る
書
類
の
例

例
１個

人
番
号
カ
ー
ド（
番
号
確
認
と
身

元
確
認
）

例
２通

知
カ
ー
ド（
番
号
確
認
）と
運
転

免
許
証
、健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

な
ど（
身
元
確
認
）

注
意　

控
除
対
象
配
偶
者
及
び
扶
養
親

族
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た

は
写
し
の
提
出
は
不
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.n

ta
.g

o
.jp

/
m

ynum
berinfo/index.htm

）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
作
成
で
き
ま
す
！

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」は
、画
面
の
案
内

に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
る
こ
と

で
、税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
や
贈
与
税

の
申
告
書
な
ど
が
作
成
で
き
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
準
備

す
る
こ
と
で
、自
宅
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
、ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
り
送
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
宅
な
ど
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
送

信
す
る
こ
と
で
、本
人
確
認
書
類
の
提

示
ま
た
は
写
し
の
提
出
が
不
要
と
な

り
ま
す
。ま
た
、申
告
書
を
印
刷
し
て

郵
送
等
に
よ
り
税
務
署
に
提
出
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、本
人
確
認
書
類

の
写
し
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
の
メ
リ
ッ
ト

①
税
務
署
に
出
向
く
必
要
な
し

②
い
つ
で
も
利
用
可
能

③
自
動
計
算
機
能

④
前
年
デ
ー
タ
の
利
用

お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
税
務
署　
☎
�
２
２
２
２

税
務
課　
　
　
☎
�
８
１
７
１
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医療費と介護の自己負担額が高額になったら
　
平
成
27
年
８
月
か
ら
平
成
28
年
７
月
ま
で
に
支
払
っ
た
国
民
健
康
保
険
、ま
た
は
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
及
び
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額
が
、次
の
基
準
を
超
え

た
場
合
は
差
額
を
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、計
算
結
果
が
５
０
０
円
以
下
と
な
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆支給要件【70 歳以上の人】

所得区分 所得要件 国保・後期 + 介護保険

現役並み所得者 課税所得 1,450,000 円以上 670,000 円
一般 課税所得 1,450,000 円未満（※ 1） 560,000 円

低所得Ⅱ 住民税非課税世帯 310,000 円

低所得Ⅰ
住民税非課税世帯のうち、すべての世帯員の各所得
が０円となる人。
公的年金等控除額 800,000 円として計算

190,000 円
（※２）310,000 円

( ※ 1）旧ただし書き所得の合計金額が 2,100,000 円以下の場合も含む
( ※ 2）低所得Ⅰの所得区分に相当する世帯で、複数の者が介護サービスを利用する場合

◆支給要件【70 歳未満の人】

所得区分 所得要件 国保 + 介護保険

上位所得者
旧ただし書き所得 9,010,000 円超 2,120,000 円
旧ただし書き所得 6,000,000 円超 9,010,000 円以下 1,410,000 円

一般
旧ただし書き所得 2,100,000 円超 6,000,000 円以下 670,000 円
旧ただし書き所得 2,100,000 円以下 600,000 円

低所得者 住民税非課税 340,000 円
※旧ただし書き所得＝総所得金額等から基礎控除額を差し引いた額
●国民健康保険や後期高齢者医療制度の被保険者で支給対象となる人には、１月にお知らせする予定
　です。 お問い合わせ　市民サービス課　☎�８１９３

　
平
成
29
年
１
月
１
日
以
降
、65

歳
以
上
の
労
働
者
に
つ
い
て
も
雇

用
保
険
の
適
用
要
件
を
満
た
す
と

雇
用
保
険
の
被
保
険
者
と
な
り
ま

す（
平
成
28
年
12
月
末
ま
で
は
、

「
高
年
齢
継
続
被
保
険
者
※
１
」と

な
っ
て
い
る
場
合
を
除
き
適
用
除

外
で
す
。）。雇
用
保
険
の
被
保
険

者
と
し
て
離
職
し
た
場
合
、受
給

要
件
を
満
た
す
と
高
年
齢
求
職
者

給
付
金
が
支
給（
年
金
と
の
併
給

可
）さ
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
労
働
者
が
い
る
場

合
は
、左
記
の
期
日
ま
で
に
事
業

所
管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
、雇

用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。な
お
、雇
用
保

険
料
の
徴
収
は
平
成
31
年
度
ま
で

免
除
と
な
り
ま
す
。

①
65
歳
以
上
の
労
働
者
を
雇
い

入
れ
た
の
が
、平
成
28
年
12
月

末
ま
で
の
場
合

◆
提
出
期
限

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

②
65
歳
以
上
の
労
働
者
を
雇
い

入
れ
た
の
が
、平
成
29
年
１
月

１
日
以
降
の
場
合

◆
提
出
期
限

雇
用
し
た
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
10
日
ま
で

※
１　
65
歳
に
達
し
た
日
の
前
日

か
ら
引
き
続
い
て
65
歳

に
達
し
た
日
以
後
の
日

も
雇
用
さ
れ
て
い
る
被

保
険
者
。

お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
公
共
職
業
安
定
所

☎
�
０
３
２
７

65
歳
以
上
の
人
も
雇
用
保
険
の

適
用
対
象
に
な
り
ま
す

雇
用
保
険
法
の
改
正

～
平
成
29
年
１
月
１
日
施
行
～



❻

◆
募
集
期
間

１
月
13
日
㈮
～
３
月
10
日
㈮

◆
資
格

本
人
ま
た
は
生
計
を
一
に
す

る
家
族
が
市
内
に
生
活
の
本

拠
を
有
し
て
い
る
こ
と

◆
区
分
と
貸
与
額

①
大
学
生
・
短
大
生
・
専
修
学

校
生

月
額　
２
５
、０
０
０
円　

②
高
等
専
門
学
校
生

月
額　
１
５
、０
０
０
円　

③
高
等
学
校
生

月
額　
１
０
、０
０
０
円　

※
年
３
回
に
分
け
て
貸
与
し

ま
す
。

※
償
還
方
法
な
ど（
免
除
制
度
）

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
教
育
総
務
課
☎
�
８
２
９
１

　
平
成
29
年
度
の
ま
ち
の
駅
新
規

加
入
募
集
を
行
い
ま
す
。

　
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
尾
鷲

で
は
、お
わ
せ
棒
食
べ
歩
き
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、来
訪
者
の
ま
ち
な
か

回
遊
と
滞
在
を
促
し
、地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。お
も
て
な
し
の
心
が

あ
れ
ば
、商
店
や
飲
食
店
、そ
の

他
神
社
仏
閣
や
事
業
所
な
ど
も
ま

ち
の
駅
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
ま
ち
の
駅
と
は
？

①
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
、

旬
の
情
報
や
地
元
な
ら
で

は
の
情
報
を
発
信
す
る
ま

ち
の
案
内
所

②
地
域
の
人
と
来
訪
者
と
の

出
会
い
や
交
流
の
場
や
地

元
の
住
民
同
士
が
集
え
る

寄
り
合
い
処

③
誰
も
が
ト
イ
レ
の
利
用
や

無
料
休
憩
で
き
る
ま
ち
の

休
憩
所

※
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
駅
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
、地
域

の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

◆
募
集
駅
数

　
５
駅
程
度

◆
募
集
期
間

１
月
４
日
㈬
～
16
日
㈪

◆
応
募
方
法

　
応
募
用
紙（
水
産
商
工
食
の

ま
ち
課
、尾
鷲
観
光
物
産
協
会

に
備
え
付
け
、ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、観
光
物
産
ｗ
ｅ
ｂ

に
掲
載
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
尾
鷲
観
光
物
産
協
会
へ

郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

水
産
商
工
食
の
ま
ち
課

☎
�
８
２
２
３

尾
鷲
観
光
物
産
協
会

☎
�
８
２
６
１

　
三
重
県
で
は
、地
球
温
暖
化
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
、県

内
各
地
や
地
元
の
学
校・
公
民
館

で
講
座
等
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
っ
て
い
た
だ
く
三
重
県
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
推
進
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

◆
資
格

三
重
県
内
在
住
の
満
年
齢
18

歳
以
上（
平
成
29
年
４
月
１
日

現
在
）の
人

◆
募
集
期
間

１
月
13
日
㈮
～
２
月
10
日
㈮

申
込・お
問
い
合
わ
せ

三
重
県
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
９・２
４
５・７
５
１
７

平
成
29
年
度

奨
学
金
貸
与
者
募
集

ま
ち
の
駅 

募
集

三
重
県
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進

員
募
集

募
集

東海三県一市グリーン購入キャンペーン
　地球にやさしいお買い物をしてみませんか？キャンペーン期間中に、エコマークなどが付いた「環境
ラベル商品」、「地元・旬のもの」、「つめかえ商品」などの環境への負荷が少ない商品を購入して応募する
と、抽選で総勢255人に、素敵な商品が当たります。

お問い合わせ　東海三県一市グリーン購入キャンペーン実行委員会（三重県環境生活部地球温暖化対策課内）
☎０５９・２２４・２３６６

キャンペーン期間 １月13日㈮～２月12日㈰

応 募 方 法 右記二次元コード、東海三県一市グリーン購入キャンペーンホーム
ページまたは、県内協力店舗内にある応募はがきで応募することが
できます。
詳しくは、ホームページをご覧ください。

【ホームページアドレス】
http://www.pref.mie.lg.jp/eco/earth/12569014784.htm



❼

　
市
で
は
、平
成
28
年
度
電
源
立

地
地
域
対
策
交
付
金（
水
力
枠
）を

活
用
し
、12
月
に
２
ｔ
バ
キ
ュ
ー

ム
車（
し
尿
収
集
車
）を
更
新
し
ま

し
た
。

　
今
後
も
自
然
や
生
活
環
境
を
保

全
す
る
た
め
、ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課　
☎
�
８
２
５
１

バ
キ
ュ
ー
ム
車（
し
尿
収

集
車
）を
更
新
し
ま
し
た

更
新
さ
れ
た
バ
キ
ュ
ー
ム
車

　

平
成
28
年
度
分
市
指
定
ご
み

袋
手
数
料
の
減
免
対
象
世
帯（
広

報
お
わ
せ
平
成
28
年
５
月
号
掲

載
）で
、申
請
を
し
て
い
な
い
人

は
、早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
対
象
世
帯
な
ど
、詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

環
境
課　
☎
�
８
２
５
１

　
電
動
生
ご
み
処
理
機・
生
ご
み

処
理
容
器・
ガ
ー
デ
ン
シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー
（
庭
木
の
剪
定
枝
、落
葉
等

を
粉
砕
し
チ
ッ
プ
化
す
る
器
具
）

の
購
入
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
申
請
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、購
入
を
予
定
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、購
入
前
に
環
境
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
と
な
る
環
境
保
全
対
策

資
材
の
種
類
及
び
補
助
金
額

と
数
量

①
電
動
生
ご
み
処
理
機

（
一
世
帯
１
機
の
み
）

　

補
助
金
額
は
購
入
費
の

２
分
の
１
と
し
、１
機
当
た

り
３
０
、０
０
０
円
を
限
度

額
と
し
ま
す
。

②
生
ご
み
処
理
容
器

（
コ
ン
ポ
ス
ト
、ぼ
か
し
容

器
な
ど
。た
だ
し
、紙
製
の

も
の
を
除
き
、一
世
帯
２
基

ま
で
と
し
ま
す
。）

　

補
助
金
額
は
購
入
費
の

２
分
の
１
と
し
、一
世
帯
当

た
り
５
、０
０
０
円
を
限
度

額
と
し
ま
す
。

③
ガ
ー
デ
ン
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

（
一
世
帯
あ
る
い
は
一
団
体

１
機
の
み
）

　

補
助
金
額
は
購
入
費
の

２
分
の
１
と
し
、１
機
当
た

り
３
０
、０
０
０
円
を
限
度

額
と
し
ま
す
。

※
補
助
金
額
に
百
円
未
満
の

端
数
が
あ
る
場
合
は
、そ
の

端
数
を
切
り
捨
て
ま
す
。

※
ガ
ー
デ
ン
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
の

交
付
対
象
と
な
る
団
体
は
、

市
に
お
い
て
自
主
的
に
環

境
美
化
活
動
な
ど
の
環
境

保
全
に
取
り
組
む
、地
域
住

民
で
構
成
さ
れ
た
営
利
を

目
的
と
し
な
い
子
ど
も
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、自
治
会
な
ど
の
市

民
団
体
の
内
、事
前
に
市
に

登
録
を
行
い
、市
長
が
認
め

た
団
体
で
す
。

　
詳
し
い
補
助
要
件
等
は
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

環
境
課　
☎
�
８
２
５
１

　
浄
化
槽
は
設
置
す
る
だ
け
で
は

正
し
く
機
能
し
ま
せ
ん
。き
れ
い

な
川
や
海
を
守
る
た
め
に
も
、適

切
な
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
保
守
点
検

　

浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
す

る
よ
う
点
検（
年
３
回
以
上
）

の
ほ
か
、調
整
、修
理
、薬
剤
の

補
充
等
が
必
要
で
す
。

◆
清
掃

　

溜
ま
っ
た
汚
泥
の
引
き
抜

き
が
必
要
で
す
。

※
年
１
回
以
上

◆
定
期
検
査

　

浄
化
槽
が
本
来
の
能
力
を

発
揮
し
て
い
る
か
ど
う
か
の

法
定
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

※
浄
化
槽
設
置
後
３
～
８
カ

月
の
間
に
１
回
、以
降
年
１

回
の
定
期
検
査
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

環
境
課　
☎
�
８
２
５
１

三
重
県
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
９・２
１
３・０
７
０
７

市
指
定
ご
み
袋
手
数
料

の
減
免
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い

環
境
保
全
対
策
資
材
購

入
費
補
助
金
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

浄
化
槽
の
管
理



　
平
成
27
年
度
税
制
改
正
で
実
施
さ

れ
た
グ
リ
ー
ン
化
特
例（
軽
課
）に
つ

い
て
、特
例
措
置
が
１
年
間
延
長
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、平
成
28
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に

新
規
検
査
を
受
け
た
一
定
の
性
能
基

準
に
達
し
た
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車

に
つ
い
て
は
、そ
の
燃
費
性
能
に
応

じ
た
グ
リ
ー
ン
化
特
例（
軽
課
）に
よ

り
、平
成
29
年
度
分
に
限
り
軽
自
動

車
税
の
軽
減
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
新
規
検
査
を
受
け
た
年
月
と
は
、

自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
て

い
る
初
度
検
査
年
月
で
す
。

グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
対
象
車

（
ア
）電
気
自
動
車
・
天
然
ガ
ス
軽
自

動
車（
平
成
21
年
排
出
ガ
ス

10
％
低
減
）

（
イ
）乗
用
：
平
成
17
年
排
出
ガ
ス
基

準
75
％
低
減
達
成
か
つ

平
成
32
年
度
燃
費
基
準

＋
20
％
達
成
車

貨
物
：
平
成
17
年
排
出
ガ
ス
基

準
75
％
低
減
達
成
か
つ

平
成
27
年
度
燃
費
基
準

＋
35
％
達
成
車

（
ウ
）乗
用
：
平
成
17
年
排
出
ガ
ス
基

準
75
％
低
減
達
成
か
つ

平
成
32
年
度
燃
費
基
準

達
成
車

貨
物
：
平
成
17
年
排
出
ガ
ス
基

準
75
％
低
減
達
成
か
つ

平
成
27
年
度
燃
費
基
準

＋
15
％
達
成
車

※（
イ
）（
ウ
）に
つ
い
て
は
、揮
発
油

（
ガ
ソ
リ
ン
）を
内
燃
機
関
の
燃
料

と
す
る
軽
自
動
車
に
限
り
ま
す
。

※
燃
費
基
準
の
達
成
状
況
は
、自
動

車
検
査
証
の
備
考
欄
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手

帳
、療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
で
、身
体
に
障
害
の
あ
る
人
等

が
所
有
し
、か
つ
使
用
す
る
軽
自
動

車
等
に
つ
い
て
、一
定
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
場
合
に
は
、申
請
に
よ

り
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
普
通
自
動
車
を
含
め
て
一

人
に
つ
き
１
台
ま
で
で
す
。

◆
申
請

毎
年
４
月
１
日
か
ら
30
日
の
間

（
土・
日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
）

に
、税
務
課
窓
口
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
税
は
、毎
年
４
月
１
日

現
在
に
軽
自
動
車
等
を
所
有
し
て
い

る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、４
月
２
日
に
廃
車
や
名

義
変
更
の
手
続
き
を
行
っ
て
も
、４

月
１
日
現
在
は
所
有
し
て
い
る
こ
と

と
な
り
、課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
☎
�
８
１
７
１

❽

軽
自
動
車
税
の
お
知
ら
せ

車種区分

グリーン化特例（軽課）
（平成29年度分に限る）

（ア） （イ） （ウ）
約 75％

軽減
約 50％

軽減
約 25％

軽減

軽自動車

三輪 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四輪以上

乗用

自家用 2,700 円 5,400 円 8,100 円

営業用 1,800 円 3,500 円 5,200 円

貨物

自家用 1,300 円 2,500 円 3,800 円

営業用 1,000 円 1,900 円 2,900 円

グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
延
長

廃
車
や
名
義
変
更
の
手

続
き
は
早
め
に
行
っ
て

く
だ
さ
い

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

平成28年度臨時給付金及び障害・遺族年金受給者向け給付金の申請は済みましたか
　まもなく平成28年度臨時給付金及び障害・遺族年金受給者向け給付金の申請受付期間が終了します。
　事前に対象者へ申請書を郵送していますので、必要書類（申請書、印鑑、身分証明書、振込先の通帳）を持参のう
え、１月13日㈮までに忘れずに申請してください。なお代理申請を行う場合は代理申請者の印鑑と身分証明書が
必要ですので注意してください。

申請・お問い合わせ　福祉保健課　☎�８２０１



　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
市
の
施
策
な
ど
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
た
め
、「
市

長
へ
の
手
紙
」
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
手
紙
は
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
ご
意
見
ご
提
案
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

★
ご
留
意
点

　
①
市
政
に
関
す
る
こ
と
に
限
り
ま
す
。

　
②
回
答
を
し
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
な
ど
を
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
③
差
出
有
効
期
間
は
平
成
29
年
１
月
31
日
㈰
ま
で
で
す
。

　
　
そ
れ
以
降
に
投
か
ん
さ
れ
た
も
の
は
、
差
出
人
に
戻
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ　
市
長
公
室　
☎
�
８
１
３
２

市
政
に
ご
意
見
・
ご
提
案
を

市
長
へ
の
手
紙

 

0552
差出有効期限
平成 29 年１月
31日まで切手は
いりません。

5 1 9 3 6 9 6

切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

切り取ってください。

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す

　
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加

入
し
、保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

60
歳
に
な
る
ま
で
全
員
加
入
者

（
被
保
険
者
）と
な
り
ま
す
が
、保
険

料
を
納
め
る
方
法
に
よ
っ
て
三
つ
の

種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

①
学
生・自
営
業・自
由
業
な
ど

（
第
１
号
被
保
険
者
）

②
会
社
員・公
務
員
な
ど

（
第
２
号
被
保
険
者
）

③
会
社
員
・
公
務
員
な
ど
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
妻
ま
た
は
夫

（
第
３
号
被
保
険
者
）

　
20
歳
に
な
る
人
は
誕
生
日
の
前
月

下
旬
に
、年
金
事
務
所
か
ら
国
民
年

金
第
一
号
被
保
険
者
資
格
取
得
届
が

郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、必
要
事
項
を

記
載
の
う
え
、市
役
所
ま
た
は
年
金

事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
既

に
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
を

し
て
い
る
人
は
手
続
き
が
不
要
で

す
。）ま
た
、保
険
料
の
納
付
が
困
難

で
あ
る
場
合
は
、保
険
料
免
除・納
付

猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
☎
�
８
１
６
１

尾
鷲
年
金
事
務
所
☎
�
２
３
４
０

国
民
年
金
基
金
と
は

　
自
営
業
の
人
や
フ
リ
ー
で
働
く
人

が
、サ
ラ
リ
ー
マ
ン
並
の
年
金
を
受

け
取
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
公
的

な
個
人
年
金
制
度
で
す
。

　

自
分
の
予
算
に
合
わ
せ
て
設
計

す
る
こ
と
が
で
き
、将
来
受
け
取
る

年
金
を
確
実
に
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
掛
金
は
、全
額
所
得
控
除（
社
会
保

険
料
）の
対
象
と
な
り
、所
得
税・
住

民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

掛
金
額
は
、60
歳
ま
で
一
定
で
、

年
金
は
一
生
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
年
金
額
を
も
う
少
し
増
額
し
た
い

と
い
う
場
合
は
、予
算
に
合
わ
せ
て

二
口
目
以
降
に
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、60
歳
か
ら
年
金
を
受
給
で

き
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
60
歳
以
降
、国
民
年
金
に
任
意
加

入
し
て
い
る
人
も
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

三
重
県
国
民
年
金
基
金

☎
０
１
２
０・２
９
１・２
８
４



住 　 所　　　　　　　　　　　　　　

氏 　 名　　　　　　　　　　（男・女）

電話番号　　　　　　　　 年齢　　　
ご意見・ご提案

切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

切り取ってください。

◆実施日
Ⅰ部　１月 ７日㈯～２月５日㈰
Ⅱ部　２月19日㈰　
Ⅲ部　総合グレの部（Ⅰ部・Ⅱ部の各一匹長寸の合算）※1

◆場所
市内各磯

（須賀利・尾鷲・九鬼・早田・三木浦・三木里・賀田・梶賀）
◆参加費

無料（ただし、渡船代とエサ代は各自負担となります。）
◆参加渡船

尾鷲（大ちゃん･柴山･宮城野･ゆき丸･川端）、九鬼（黒潮マ
リンクラブ）、賀田（まさはる）、梶賀（榎本・勝三屋・誠丸）　

◆競技方式
期間中の一匹長寸で判定し、参加回数は自由です。一人一
賞までとし、魚種部門別での重複受賞は認めません。（た
だし、Ⅰ部・Ⅱ部・Ⅲ部間の賞の重複は認めます。）
※1  Ⅲ部総合グレの部は、Ⅰ部（45㎝以上）とⅡ部（制限
無し）各々の一匹長寸を合算した数値で判定します。

◆申込
　協賛エサ店などで審査カ－ドを受け取り、各自参加渡
船へ持参してください。

◆計測所
おわせ魚センタ－おとと
※Ⅱ部は、全て熊野古道センターで計測します。

◆表彰式日時・場所
２月19日㈰午後２時～　熊野古道センター

◆対象魚
グレ・チヌ・他魚（マダイ・イシダイ・ブダイ・コロダイ・イ
シガキ・イサギ）限定

◆賞品各賞
①Ⅰ部・Ⅱ部グレの部（10位まで）
②Ⅰ部・Ⅱ部他魚の部（３位まで）
③Ⅰ部チヌの部（３位まで）
④Ⅲ総合グレの部（３位まで）
今大会の特別賞品
Ⅰ部グレの部賞金（１位10万円、２位７万円、３位３万円）
Ⅱ部グレの部優勝賞金５万円
Ⅲ部総合グレの部優勝賞金３万円
　上記以外にも、ビデオやデジタルカメラなど、豪華賞品
があります。また、表彰式会場では、会場ラッキー賞の抽
選を行い、20人に特産品を贈呈します。

お問い合わせ　尾鷲磯釣大会事務局
水産商工食のまち課　☎�８２２３

第30回 尾鷲磯釣大会

市長への手紙



⓫

大腸がん検診
◆実 施 期 間　1 月 11 日㈬ ～２月 17 日㈮（土・日曜日・祝日を除く）
◆場 所　福祉保健センター・各センター・三木浦町内会
◆自己負担金　300 円　※生活保護世帯は無料です。（要申告）
※上記以外の日程は下表のとおりです。

配布日時 場所 回収日時
１月 18 日㈬   9:30 ～ 10:00 古江コミュニティーセンター

2 月１日㈬
10:00 ～ 10:20

１月 20 日㈮
  9:30 ～ 9:50 早田コミュニティーセンター 10:40 ～ 11:00
10:30 ～ 10:50 梶賀コミュニティーセンター   9:00 ～ 9:20
11:00 ～ 11:20 賀田コミュニティーセンター   9:30 ～ 9:50

１月 26 日㈭
10:00 ～ 10:15 行野コミュニティーセンター

2 月７日㈫
  9:30 ～ 9:45

10:25 ～ 10:40 大曽根コミュニティーセンター   9:55 ～ 10:10
10:50 ～ 11:10 向井コミュニティーセンター 10:20 ～ 10:40

お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１

肝炎ウイルス検診
対象者　①市内に住所を有し、今年度において満40歳になる人

（昭和51年４月１日から昭和52年３月３１日生まれ）
　　　　②尾鷲市に住所を有し、今年度において満41歳以上になる人であって、過去に市が実施した肝炎ウイルス

検診を受けたことがなく、検診を希望する人
申　込　対象者①の人は、市内医療機関に直接申し込んでください。（案内に同封の医療機関を参照してください。）
　　　　　　　②の人は、健康長寿推進係まで連絡してください。
期　間　平成29年３月31日㈮まで
内　容　血液検査（Ｂ型・Ｃ型ウィルス検査）

検診料無料

お問い合わせ  健康長寿推進係 ☎� 3871

平成 28 年度 健康づくり健診（39 歳以下） ※同日に肺がん検診を実施します。
対象 平成 29 年３月 31 日までに職場等の健診を受ける機会のない 39 歳以下の人

日程・受付時間
健康づくり健診・肺がん検診
２月 10 日㈮　 ①午前 10 時～11 時、②午後２時～３時、③午後６時～７時
※健康づくり健診のみ・肺がん検診のみの受診も可能です。

健診（検診）、受付場所 福祉保健センター

健康づくり健診内容
身体計測（ 身長、体重、腹囲、BMI）、血圧測定、尿検査（ 糖、蛋白、潜血）、血液検査

（脂質、肝機能、血糖、腎機能、尿酸、貧血）、保健指導
※医師の診察の結果、心電図・眼底検査を実施

自己負担料 健康づくり健診　1,000 円、肺がん検診　500 円、喀痰検査　500 円

申込方法 １月５日㈭から申し込みを受け付けますので、直接、または電話で下記のところへ申
し込んでください。※申し込んだ人には、後日問診票を郵送します。

当日の持ち物 自己負担料、問診票、健康手帳（持っている人のみ）
申込・お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１

65 歳以上の高齢者インフルエンザワクチン接種はお済ですか
①尾鷲市に住民票を有し、接種日に満 65 歳以上の人
②予防接種施行令で定める60歳以上65歳未満の人

心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常
生活活動が極度に制限される程度の障害を有する者
及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常
生活がほとんど不可能な程度の障害を有する者
※該当の有無は主治医に確認してください。

1,500円を医療機関窓口でお支払いください。 
※生活保護者は無料です。

対 象 者

接種回数 個別接種にて１回接種

接種医療機関
尾鷲市及び 紀北町実施受託医療機関
ただし、入院等により生活の大半が尾鷲市、
紀北町以外であり、両市町内の医療機関での
接種が困難な場合に限り、三重県内他市町の
医療機関での接種を可能とする。

接種期限 １月31日㈫

自己負担金

お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１



⓬

今月のフォトグラフ

国際交流協会のクリスマスパーティで、外国のクリス
マスにまつわる話やゲーム、工作などを楽しんでいま
した。（福祉保健センター）

尾鷲市老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会
（市営グラウンド）

輪内中学校の生徒が魚の調理を体験しました。

おわせっこ共育フェスティバル（せぎやまホール）

巨大津波対処関係機関合同訓練（曽根町）



⓭

　満１歳のお子さまの写真を随時募集しています！（誕生月と掲載月が異なる
場合も掲載できます）写真にお子さまの名前（よみがな）・保護者の住所・氏名・
電話番号・コメントを添えて秘書広報係まで申し込んでください。

はじめまして満１歳です

内
うちやま

山 悠
ゆ う と

人くん
（矢浜一丁目、父・雅基 母・由衣）

１
歳
お
め
で
と
う
☆

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
元
気
に
育
っ
て
ね
！

12/ ８㈭ 尾鷲市教育委員会委員として、平
ひらやま

山 泉
いずみ

さんに
辞令が交付され就任となりました。任期は平成32年12
月７日までです。（市役所）

濱
はまぐち

口 晴
は る き

稀くん
（港町、父・翔貴 母・美樹）

お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
ハ
ル
く
ん

こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
大
き
く
な
っ
て
ね
♡

12/ ８㈭ ブルキナファソ（西アフリカ）のナショナルデー
を記念して、フランソワ・ウヒダ駐日大使が尾鷲市を訪
れ、意見交換が行われました。（市役所）



　
今
秋
、三
重
県
教
育
委
員
会
は
、

平
成
27
年
度
の
公
立
小
中
学
校
に

お
け
る
長
期
欠
席(

不
登
校)

の
状

況
に
つ
い
て
、調
査
結
果
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、昨
年

度
に
比
べ
18
人
増
え
、少
し
ず
つ

で
す
が
、３
年
連
続
し
て
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
各
校
か
ら
報
告
さ
れ
た
不
登
校

児
童
生
徒
数
は
、１
、９
２
１
人

（
小
学
校
４
４
３
人
、中
学
校
１
、

４
７
８
人
）で
、小
学
校
で
13
人
減

少
し
た
も
の
の
、中
学
校
で
は
31

人
増
加
し
ま
し
た
。学
年
別
で
は
、

中
学
二
年
が
５
６
６
人
で
最
も
多

く
、次
い
で
、中
学
三
年
５
０
６

人
、中
学
一
年
４
０
６
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

不
登
校
は
、誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
問
題
で
、友
人
関
係
の
ト
ラ
ブ

ル
や
い
じ
め
、教
師
と
の
関
係
、ク

ラ
ス
編
成
や
授
業
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
伴
う
不
適
応
、学
習
や
受
験
の

ス
ト
レ
ス
、家
庭
の
不
和
や
親
子
関

係
の
問
題
な
ど
、様
々
な
要
因
が
絡

み
合
っ
て
出
現
し
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、不
登
校
の

主
な
要
因
と
し
て
は
、無
気
力
傾

向
や
不
安
、家
庭
状
況
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

一
方
、不
登
校
に
な
っ
た
児
童
生

徒
の
う
ち
、４
５
０
人
が
、学
校
や

家
庭
の
は
た
ら
き
か
け
に
よ
り
、

登
校
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　

何
よ
り
、早
期
の
発
見
と
対

応
が
、早
期
解
決
へ
と
結
び
つ

き
ま
す
。

・夜
な
か
な
か
寝
付
け
な
い

・朝
に
な
る
と
体
調
が
悪
い

（
頭
痛
や
腹
痛
、発
熱
な
ど
）

・あ
ま
り
話
そ
う
と
し
な
い

　

お
子
さ
ん
に
、少
し
で
も
変

わ
っ
た
様
子
が
見
ら
れ
た
ら
、す

ぐ
に
担
任
や
学
校
、そ
し
て
、尾
鷲

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
困
っ
て
い

る
こ
と
、心
配
な
こ
と
な
ど
、一

人
で
悩
み
を
抱
え
ず
、気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。ご
本
人(

幼
児・

児
童・生
徒)

、ご
家
族
、教
職
員
な

ど
、子
育
て
に
関
わ
っ
て
い
る
人

な
ら
、ど
な
た
で
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。秘
密
は
守
り
ま
す
。

●
日
時

２
月
９
日
㈭

午
前
11
時
～
午
後
５
時

●
場
所

中
央
公
民
館

●
相
談
員

三
重
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

教
育
相
談
班

中
谷
洋
祐　
　
教
育
相
談
員

西
澤
伸
太
郎　
臨
床
心
理
士

西
嶋
雅
樹　
　
臨
床
心
理
士

※
個
人
相
談（
１
人
50
分
間
）

お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
お
さ

ぎ
教
室　
　
　
　
☎
�
４
４
３
３

☎
０
９
０・２
２
６
７・４
４
３
３

⓮

　
ニ
ギ
ス
は
ニ
ギ
ス
目
ニ
ギ
ス
科

の
魚
で
、当
地
で
は
沖
ギ
ス
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
キ
ス
」と
名
が
付
く
も
の
の
、

シ
ロ
ギ
ス（
ス
ズ
キ
目
キ
ス
科
）と

は
全
く
別
の
種
類
と
な
り
、む
し

ろ
サ
ケ
や
ア
ユ
に
近
い
種
類
と
な

り
ま
す
。沖
合
底
曳
網
で
漁
獲
さ

れ
る
深
海
魚
で
、７
月
か
ら
８
月

の
沖
合
底
曳
網
の
休
漁
期
を
除
い

て
、尾
鷲
魚
市
場
に
水
揚
げ
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

福
島
県
以
南
の
太
平
洋
沿
岸

沖
、日
本
海
沿
岸
沖
に
分
布
し
、水

深
８
０
～
５
０
０
ｍ
に
生
息
し
て

い
ま
す
。太
平
洋
側
で
は
１
歳
で

15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、２
歳
で
19

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
成
長
し
、２

歳
に
な
る
と
産
卵
を
行
い
ま
す
。

産
卵
は
水
深
２
０
０
～
３
０
０
ｍ

の
海
底
付
近
で
１
年
を
通
し
て
行

わ
れ
、春
と
秋
に
ピ
ー
ク
が
あ
り

ま
す
。稚
魚
は
小
さ
い
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
を
主
に
食
べ
、そ
れ
以
降
は

オ
キ
ア
ミ
類
を
主
に
食
べ
て
い
ま

す
。ま
た
、カ
レ
イ
、ヒ
ラ
メ
、ア
カ

ム
ツ
等
の
中
型
、大
型
の
底
魚
に

食
べ
ら
れ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

太
平
洋
側
で
最
も
漁
獲
量
が

多
い
の
が
熊
野
灘
で
あ
り
、太
平

洋
側
よ
り
も
日
本
海
側
の
漁
獲

量
が
多
く
、全
国
の
７
～
８
割
が

日
本
海
側
の
漁
獲
量
と
な
っ
て

い
ま
す
。そ
し
て
、い
ず
れ
の
海

域
で
も
漁
獲
量
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。三
重
県
内
で
は
、水

揚
さ
れ
る
尾
鷲
以
外
で
は
ほ
と

ん
ど
食
べ
ら
れ
て
い
な
い
魚
で
、

全
国
で
も
底
引
き
網
等
の
水
揚

げ
が
あ
る
地
域
で
主
に
食
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
昨
年
12
月
に
は
市
内
中
学
校
の

調
理
実
習
の
題
材
と
し
て
取
り
入

れ
ら
れ
、生
徒
が
三
枚
お
ろ
し
に

挑
戦
し
、天
ぷ
ら
、ム
ニ
エ
ル
、煮

つ
け
、つ
み
れ
汁
、さ
つ
ま
揚
げ
等

を
調
理
し
ま
し
た
。尾
鷲
で
は
新

鮮
で
お
手
頃
な
価
格
で
手
に
入

り
、刺
身
や
寿
司
に
し
て
も
美
味

し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

ニ
ギ
ス

き

ょ

う

い

く

あ

れ

こ

れ

学
校
に
行
き
た
く
て
も

行
け
な
い

～
不
登
校
を
支
え
る
た
め
に
～

現
状

不
登
校
の
要
因
と
対
応

無
料
教
育
相
談
会

中学校小学校
H27H23 H24 H25 H26

443353 391 489 456

1,453 1,356 1,336 1,447

不登校児童生徒の推移（人）

1,478

登
校
し
ぶ
り･

不
登
校･

心
配
な

こ
と
が
あ
れ
ば
、電
話
し
て
く

だ
さ
い
。
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た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
で
か
か
り

や
す
い
が
ん
の
代
表
は
肺
が
ん

で
す
が
、他
に
も
、鼻・
口・
喉(

の

ど)

、消
化
器（
食
道・胃・大
腸・肝

臓・膵
臓
）、腎
臓・膀
胱
、子
宮・卵

巣
な
ど
も
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
で

が
ん
に
か
か
り
や
す
く
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、た
ば
こ

に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
が
血
流
に

の
っ
て
全
身
の
多
く
の
臓
器
に
到

達
し
て
し
ま
う
た
め
で
す
。

　
男
性
の
喫
煙
率
は
１
９
６
０
年

代
の
中
頃
か
ら
減
少
し
て
い
て
、

そ
の
30
年
後
か
ら
男
性
の
肺
が
ん

の
死
亡
率
も
減
少
し
て
い
ま
す

が
、同
時
期
の
女
性
の
喫
煙
率
は

不
変
で
あ
る
た
め
、女
性
の
死
亡

率
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
現
状
で

す
。ま
た
、平
成
20
年
の
統
計
で

は
、た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
な
け
れ

ば
お
よ
そ
14
万
人
が
、が
ん
に
か

か
ら
ず
に
済
ん
だ
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。

　
た
ば
こ
は
が
ん
の
み
な
ら
ず
、

糖
尿
病
の
発
症
や
循
環
器
の
病
気

に
よ
っ
て
亡
く
な
る
リ
ス
ク
も
高

め
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
、あ

る
研
究
で
は
、喫
煙
者
は
非
喫
煙

者
に
比
べ
て
、男
性
で
８
年
、女
性

で
10
年
も
寿
命
が
短
く
な
っ
て
し

ま
う
そ
う
で
す
。ま
た
、受
動
喫
煙

は
い
つ
も
そ
ば
に
い
る
人（
家
族

や
職
場
の
同
僚
な
ど
）が
肺
が
ん
、

心
臓
病
、呼
吸
器
疾
患
な
ど
に
か

か
る
危
険
性
を
高
め
、特
に
胎
児

や
小
さ
い
子
ど
も
へ
の
健
康
被
害

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
尾
鷲
市
は
、三
重
県
と
比
較
し

て
喫
煙
率
が
高
く
、特
に
男
性
の

20
～
34
歳
層
で
高
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、新
年
の
健

康
づ
く
り
の
目
標
と
し
て
、禁
煙

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
大
腸
が
ん
は
、食
生
活
の
欧
米

化
で
戦
後
増
え
続
け
て
い
る
、ま

た
先
に
述
べ
た
た
ば
こ
の
影
響
を

受
け
て
い
る
が
ん
の
一
つ
で
す
。

　
が
ん
は
日
本
人
の
死
因
第
１
位

で
す
が
、大
腸
が
ん
の
部
位
別
死

亡
割
合
を
み
る
と
、全
国
で
は
第

３
位
で
あ
る
の
に
対
し
て
、尾
鷲

市
で
は
第
２
位
と
順
位
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。反
対
に
平
成
24
年
度

の
検
診
受
診
率
を
み
る
と
、三
重

県
平
均
で
２
４・
０
％
で
あ
る
の

に
対
し
、尾
鷲
市
は
１
２・４
％
と

受
診
率
は
低
い
と
い
う
現
状
が
あ

り
ま
す
。

　
が
ん
に
な
っ
て
も
約
半
数
は
完

全
に
治
ゆ
す
る
時
代
を
迎
え
て
い

ま
す
。そ
の
中
で
も
大
腸
が
ん
は
、

早
期
に
見
つ
け
て
治
療
す
る
こ
と

で
、ほ
ぼ
完
治
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。早
期
発
見
の
た
め
に
は
、

症
状
が
な
く
て
も
毎
年
一
回
、検

診
を
受
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。ま
た
、が
ん
は
生
活
習
慣
や
生

活
環
境
に
よ
っ
て
予
防
で
き
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。野
菜

や
果
物
を
し
っ
か
り
と
っ
て
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
生
活
を
心
が
け

る
、禁
煙
、お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
、

適
度
な
運
動
を
行
う
な
ど
、新
し

い
年
を
迎
え
、生
活
習
慣
を
見
直

し
て
新
た
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、１
月
11
日
㈬
か
ら
大

腸
が
ん
検
診
の
受
け
付
け
が
始
ま

り
ま
す
の
で
、本
紙
11
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

健
康
長
寿
推
進
係

☎
�
３
８
７
１

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り

　
今
号
で
は
、地
域
の
交
流
拠
点

や
カ
フ
ェ
と
し
て
運
営
し
て
い
る

築
90
年
の
天
満
荘
が
、老
朽
化
に

よ
る
雨
漏
り
等
の
修
繕
費
を
捻
出

す
る
た
め
、期
間
限
定
で
復
活
し

た「
月
い
ち
天
満
レ
ス
ト
ラ
ン
」を

紹
介
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、大
正
時
代
に
建
て
ら

れ
た
古
民
家
を
改
修
し
た
天
満
荘

に
お
い
て
、平
成
28
年
６
月
か
ら

平
成
29
年
３
月
ま
で
の
毎
月
第
３

日
曜
日
の
午
前
11
時
か
ら
午
後
２

時
ま
で
営
業
し
て
お
り
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
天
満
浦
百
人
会
の
人
た
ち
が

地
元
の
食
材
を
使
用
し
た
料
理
や

季
節
に
合
わ
せ
た
料
理
を
作
り
、

ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
当
該
法
人
は
市
内
の
施
設「
夢

古
道
お
わ
せ
」に
て
、オ
ー
プ
ン
当

初
か
ら
平
成
26
年
春
ま
で
の
７
年

間
、ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
の
調
理

を
担
う
団
体
の
一
つ
と
し
て
、地

元
の
食
材
を
生
か
し
た「
お
か
あ

ち
ゃ
ん
の
味
」を
提
供
し
、多
く
の

人
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
人
気
の
あ
っ
た
鯛

の
あ
ら
煮
な
ど
の
料
理
約
20
品

や
、特
産
品
で
あ
る
甘
夏
ミ
カ
ン

ジ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
毎
月
大
変
好
評
の「
月
い
ち
天

満
レ
ス
ト
ラ
ン
」に
、あ
な
た
も
一

度
訪
れ「
お
か
あ
ち
ゃ
ん
の
味
」を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
営
業

平
成
29
年
３
月
ま
で
の
毎
月

第
３
日
曜
日
の
午
前
11
時
～

午
後
２
時
ま
で

◆
料
金

中
学
生
以
上　
１
、２
０
０
円

小
学
生　
　
　
　

 

７
０
０
円

小
学
生
未
満       

３
０
０
円

※
３
歳
以
下
は
無
料
で
す
。

◆
場
所

天
満
荘

お
問
い
合
わ
せ

天
満
荘　
☎
�
７
８
８
０

月いち天満
　レストラン

が
ん
ば
ん
り
ょ
る

コ
ー
ナ
ー

天満荘玄関

た
ば
こ
と
が
ん

大
腸
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す
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熊野古道センター 申込・お問い合わせ　熊野古道センター　☎�２６６６
ホームページ   http://www.kumanokodocenter.com/

　毎週日曜日は、申込不要で参加できる「日曜わくわくも
のづくり体験」（ 午後１時～ ３ 時受付、メニュー週替わ
り）を開催しています。
※都合により変更する場合があります。
１月の予定
８日（動物３Dパズル）・15日（ひのきのおもちゃ作り）・
22日（ひのきの時計作り他）・29日（紙飛行機）

企画展「熊野古道センター 10 年の歩み」展
　熊野古道センター開館10周年を記念して、これまで
の歩みを紹介する企画展を開催します。過去10年間に
開催した企画展をはじめとする様々な事業について、パ
ネルや写真、映像で紹介します。
◆期　間　～２月 26 日㈰  ※休館１月１日㈰
◆入場料　無料
付属事業
座談会「若い世代に伝えたい、地域の宝としての熊野古道」
　世界遺産に登録される前から熊野古道を歩き、現在も
語り部として活躍する案内のスペシャリストたちを講
師に迎え、これからの熊野古道について考えます。
◆日　時　１月８日㈰午後１時 30 分～３時
◆参加料　無料
◆定　員　100 人（要申込・先着順）
◆受　付　定員になり次第終了
講演会「熊野古道の神々と仏たち」
　紀伊山地の豊かな自然から生まれた自然信仰は、仏教
と結びつき多神教へと変化しました。日本信仰の歴史に
ついて、熊野三山の一つ、那智山を例に解説します。
◆日　時　2月5日㈰午後1時30分～ 3時
◆参加料　無料
◆定　員　100人（要申込・先着順）
◆講　師　川端 守（三重県立熊野古道センター長）
◆受　付　1月5日㈭～　※定員になり次第終了

熊野古道シンポジウム　　　　　午前10時30分～正午
記念式典　　　　　　　　　　　午後１時～１時30分
熊野古道センターシンポジウム　午後２時～３時30分

　熊野古道センターが、来年２月に開館10周年を迎えるにあたり、地域の宝である「熊野古道」や「尾鷲ヒノキ」などの魅
力を再確認し、体感していただく記念イベントを開催します。また、伊勢志摩サミット首脳会議で使用された尾鷲ヒノキ
の円卓が里帰りしますので、みなさん是非この機会にお越しください。

熊野古道センター開館 10 周年記念イベント

※１月20日㈮と21日㈯は、午後９時まで熊野古道センターのライトアップを行います。

東紀州「食」の交流コーナー
午前11時～午後４時

木工体験コーナー（一部有料）
ヒノキ楽器を使った演奏＆体験コーナー
餅まき　午後３時30分～

１月21日㈯ 午前10時30分～午後４時 開催

特別展示室企画展「熊野古道センター館蔵品展」
　開館以来、熊野古道センターが資料収集している熊野
古道伊勢路について道中記や絵図、古地図などの資料で
紹介するとともに、熊野信仰、西国観音巡礼に関する資
料も合わせて展示紹介します。
◆期 間　1月14日㈯～ 2月12日㈰
◆入場料　無料

伝統体験「陶芸教室」
　日本の伝統文化である陶芸に興味をもって頂くきっか
けづくりとして、尾鷲市の陶芸サークル「おわせ陶の会」よ
り講師を招き、陶芸教室を開催します。※29日は任意参加
となります。
◆日　時　１月 14 日㈯、15 日㈰　午後１時～４時

29 日㈰ 　午前 9 時 30 分～正午
※29日㈰のみ、陶の会中村山陶房で行います。　

◆定　員　高校生以上15人
（事前申込、応募者多数の場合抽選）

◆参加料　2,000 円
◆講　師　神保三千穂氏、小川公子氏、塚原正巳氏
　　　　　（おわせ陶の会会員）
◆受　付　～１月８日㈰ 午後５時

東紀州の四季を味わう料理教室
「今年もやります！渡利牡蠣三昧」

　相可高校の村林先生による人気の料理教室です。２月の教
室では紀北町白石湖の渡利牡蠣を使用したレシピ、調理方法
を学びます。
◆日　時　2 月 12 日㈰　午前 10 時～午後１時
◆定　員　24 人（要申込、応募多数の場合抽選）
◆参加料　2,000 円
◆講　師　相可高校食物調理科

村林新吾教諭と調理クラブの皆さん
◆受付期間　 1 月12 日㈭～2 月５日㈰ 午後5 時

伊勢志摩サミット首脳会議で使用された尾鷲ヒノキの「円卓」等の展示
期間１月21日㈯～ 29日㈰
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こころの悩みや不調を抱えていませんか。保健師による「こころの健
康相談」を行っています。お気軽に下記までお問い合わせください。

こころの健康相談 お問い合わせ
健康長寿推進係　☎�３８７１

【相談内容】こころの健康についての相談
【日時・場所】ご相談に応じます。※電話でも相談できます。

当番薬局

休日診療は尾鷲総合病院をご利用
ください。

休日の急病はこちら

月　日 薬　局　名　
１/ １ イシブチ薬局古戸センター
１/ ２ くろだ薬局
１/ ３ 紀北調剤薬局病院前店
１/ ８ くろだ薬局
１/ ９ くろだ薬局
１/15 くろだ薬局
１/22 くろだ薬局
１/29 くろだ薬局

午前９時～午後５時
※ 1/1 ～ 1/3 は午後６時まで

配
布
先　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

完
歩
達
成
者（
※
順
不
同　
敬
称
略
）

山
陰
地
方
Ｏ
Ｐ
９　
谷
口
須
美
子

中
山
道
Ｏ
Ｐ
８　
大
西
正
隆
、伊
藤
登
美
子

尾
瀬
Ｏ
Ｐ
７　
川
上
博
康
、中
西
絹
子

箱
根
Ｏ
ｐ
６　
小
川
雅
士

奥
の
細
道
Ｏ
ｐ
５　
梶
田
美
織

奥
の
細
道
Ｏ
Ｐ
４　
梶
田
卓
斌

奥
の
細
道
Ｏ
ｐ
３　
阿
部
実
身

東
北
名
所
Ｏ
ｐ
２　
中
川
哲
雄
、田
村 

勝

⑱
美
ら
国 

沖
縄
編　
中
川
啓
子

⑰
奥
の
細
道
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２　
山
下
み
さ
子

⑯
奥
の
細
道
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１　
岩
崎
康
知
、山
根
温
子

⑬
北
海
道
～
北
見
～
札
幌
編

濵
中
多
眞
喜
、川
上
教
子

⑫
北
海
道
～
稚
内
～
北
見
編

内
山
渥
美
、北
村
恵
美
、中 

都
美

⑪
九
州
熊
本
～
門
司
編　
榎
本
静
代
、川
上
尚
美

⑩
九
州
志
布
志
～
熊
本
編　
川
口
千
佳
子

⑨
九
州
周
防
灘
～
日
向
灘
沿
い　

岩
本 

肇
、山
城
あ
や
子
、庄
司
あ
や
め

⑧
伊
予・讃
岐
の
国　
濱
口
美
智
子
、榎
本
洋
子

⑦
土
佐
の
国
編　
世
古
ゑ
ち
子

⑤
周
防
灘
編　
中
森
委
代

③
熊
野
古
道
編　
川
口
清

　
お
問
い
合
わ
せ　

　
　
　
健
康
長
寿
推
進
係　
☎
�
３
８
７
１

て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩

の
旅
で
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
よ
り
楽
し
み
な
が
ら
続
け
ら

れ
る「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩
の
旅
」
マ
ッ

プ
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

三木里タラソ（自主会） 三木里海岸タラソセラピー
みんなで楽しく作ろう！広げよう！ココロとカラダの健康づくりの輪

毎週月・木曜日（祝日を除く）午後１時 30 分～ ３時頃に実施します。
◆集合場所　三木里コミュニティーセンター
◆持ち物　お茶、杖、健康ＨＡＰＰＹポイント手帳
※声をかけあって、自主的にタラソセラピーに取り組みましょう。
※１月５日㈭、23日㈪は市保健師も参加します。

申込・お問い合わせ  健康長寿推進係 ☎� 3871

コース 日時 集合場所・受付時間

三木里
熊野古道～農道コース

約 4.5㎞

１月 31 日㈫

午前９時 45 分～午後１時 15 分
集合場所　三木里コミュニティーセンター
受付時間　午前９時 45 分～10 時

【持ち物】お茶、お弁当、敷物、タオル、健康HAPPYポイント手帳
※必ず、事前に下記のところまで電話か直接申し込んでください。
※申込受付は 1 月５日㈭からです。（平日の午前８時 30 分～午後５時 15 分）
※参加費無料　※雨天の場合は中止します。

申込・お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１

K
コ コ
oko（心）K

カ ラ
ara（体）健康ウォーキングデー

～ポイントを貯めて、楽しく健康づくり～健康ＨＡＰＰＹポイント手帳を発行します
　市民の皆さんの健康を応援するため、
市指定の健康づくり事業（イベント）に参
加するとポイントが貯まる、健康ＨＡＰ
ＰＹポイント手帳を発行します。ポイン
トが貯まると特典グッズと交換ができま
す。また、どなたでも無料で参加すること
ができますので、ぜひご利用ください。

市が指定する健康づくり事業（イベント）
Koko（心）kara（体）健康ウォーキングデー、健康づくり教室、巡回健
康相談、健康ＨａｐｐｙＤａｙ、ツーデーウォーク、てくてくウォーク（１
コース終了ごと）、チャレンジ教室（特定保健指導）、健康体操、元気アップ
未来教室、健康ウォーキング倶楽部自主会（三木里タラソ）、スクエアス
テップ、尾鷲シルバー元気塾、各コミュニティーセンターで実施している
運動・食に関する講座、中央公民館で実施している運動・食に関する講座

お問い合わせ  健康長寿推進係 ☎� 3871



おしらせ
◎
司
法
書
士
相
談

17
日
㈫

午
前
10
時
～
正
午

庄
司
純
史　
司
法
書
士

◎
無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

18
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～
６
時

原 

健
治　
弁
護
士

◎
人
権
相
談

20
日
㈮

午
前
10
時
～
正
午

川
上
輝
佐
子　
人
権
擁
護
委
員

吉
川
孝
男　
　
人
権
擁
護
委
員

◎
行
政
相
談

25
日
㈬

午
前
10
時
～
正
午

小
倉
正
義  

行
政
相
談
委
員

申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
　
　
☎
�
８
２
５
０

◎
児
童
相
談・女
性
相
談

　
10
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込・お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課  

☎
�
８
２
０
１

◎
三
重
大
学
連
携
室
相
談

18
日
㈬

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
１
時
～
４
時

　
※
前
日
午
後
１
時
ま
で
に
予
約

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
相
談
日
は
変
更
す
る
場
合
が

　
　
あ
り
ま
す
。

申
込・お
問
い
合
わ
せ

市
長
公
室  

☎
�
８
１
３
４

　
講
座
や
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て

い
る
皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
成
果
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

１
月
20
日
㈮
～
22
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

で
す
。

◆
場
所

中
央
公
民
館

◆
出
品

ア
ト
リ
エ・
フ
ラ
ワ
ー
、絵
画
、

書
道
、書
道
か
な
、墨
絵
、パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
、写
真
な
ど

お
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館　
☎
�
０
０
０
１

◆
展
示
期
間

１
月
20
日
㈮
～
22
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

で
す
。

◆
表
彰
式
日
時

１
月
22
日
㈰
午
前
11
時
～

◆
場
所

中
央
公
民
館

お
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館　
☎
�
０
０
０
１

　
図
書
館
子
ど
も
読
書
会
２
月・

３
月
は
、皇
學
館
大
学
教
育
学
部

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
朗
読
劇
を
実

践
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
企
画
に
つ
き
、会
員
以
外

の
参
加
者
も
募
集
し
ま
す
。

　
小
学
校
低
学
年
の
皆
さ
ん
、ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時 

２
月
４
日
㈯・３
月
11
日
㈯

午
後
２
時
～
３
時
30
分

◆
場
所

中
央
公
民
館  

◆
内
容

朗
読
劇
に
挑
戦
し
よ
う

◆
対
象

小
学
１
～
３
年
生　
20
人

（
会
員
を
除
く
）

◆
参
加
費

無
料

◆
講
師

皇
學
館
大
学

中ち
ゅ
う
じ
ょ
う條

敦あ
つ
し仁

准
教
授
と
学
生

の
皆
さ
ん

◆
受
付

１
月
17
日
㈫
～（
両
日
参
加
で

き
る
人
、電
話
可
）

お
問
い
合
わ
せ

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

◆
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
利
用
す
る
場
合

「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」と

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
電
話
で
相
談
す
る
場
合

尾
鷲
税
務
署
☎
�
２
２
２
２

へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

自
動
音
声
案
内
に
よ
り「
１
」

を
選
択
す
る
と「
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
」に
つ
な
が
り
ま
す
。

有
料
広
告
欄

国民健康保険税８期、後期高齢者保険料７期の納期限は１月 31 日㈫です。
税務課　☎�８１７３

市
民
相
談

おわせよいとこヤーヤにゃん

広告を掲載しませんか？
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
３月号の締め切りは、1 月 20 日㈮です。

大きさ １枠 縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、お問
い合わせくだ
さい。
市長公室

☎�８１３２
掲載料

１枠につき月額
市内業者１０，０００円
市外業者１５，０００円

おしらせ

⓲

第
６
回
尾
鷲
ヒ
ノ
キ

マ
イ
は
し
コ
ン
テ
ス

ト
開
催

税
務
署
相
談
窓
口

中
央
公
民
館
文
化
祭

開
催

子
ど
も
読
書
会

朗
読
劇
の
ご
案
内

広告欄



　
三
重
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
の
協
力
を
得
て
、世
界

的
名
監
督
で
あ
る
溝
口
健
二
の
作

品
を
上
映
し
ま
す
。

◆
日
時

２
月
４
日
㈯

午
後
１
時
～
３
時
30
分

◆
場
所

中
央
公
民
館

◆
解
説

藤
田 

明
さ
ん（
約
20
分
）

◆
上
映

雨
月
物
語

（
主
演：京
マ
チ
子
、昭
和
28
年
）

◆
募
集

高
校
生
以
上　
30
人

◆
申
込

１
月
17
日
㈫
～（
電
話
可
）

※
上
映
終
了
後
、希
望
者
に
よ
る

座
談
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

◆
日
時

２
月
３
日
㈮

午
後
２
時
～
４
時
30
分

◆
場
所

紀
北
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
内
容

精
神
科
医
療
相
談

（
熊
野
病
院・
尾
鷲
診
療
所　

野
嵜 

徹　
医
師
）

一
人
30
分
～
45
分
程
度

◆
対
象

本
人
及
び
家
族（
た
だ
し
、現

在
精
神
科
に
て
通
院
治
療
さ

れ
て
い
な
い
人
）地
域
関
係

者
、行
政
担
当
職
員
等

◆
申
込

　
１
月
25
日
㈬
ま
で
に
、電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
順
と
な
り
ま
す

の
で
、申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
お
断
り
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
相
談
料

無
料

申
込・お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
保
健
所
保
健
衛
生
室

☎
�
３
４
２
８

　

紀
北
教
育
文
化
事
業
と
し
て

「
音
楽
の
祭
典
～
心
に
響
く
名
曲

コ
ン
サ
ー
ト
～
」を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

１
月
21
日
㈯

午
後
２
時
開
演

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

午
後
４
時
終
了
予
定

◆
場
所

紀
北
教
育
会
館
ホ
ー
ル

◆
入
場
料

無
料

◆
申
込

不
要

◆
出
演
者

大
場 

望
さ
ん

松
下
伸
也
さ
ん

冬
廣
万
美
子
さ
ん

お
問
い
合
わ
せ

紀
北
教
育
研
究
所

☎
�
３
５
０
０

  
寿
文
庫
運
営
委
員
会
は
、厄
年

の
ま
き
銭
の
廃
止
や
厄
祝
の
簡
素

化
に
よ
り
、市
立
図
書
館
の
図
書

購
入
費
を
支
援
し
よ
う
と
昭
和
41

年
に
発
足
し
、今
年
で
52
年
目
を

迎
え
ま
す
。委
員
会
で
は
50
年
目

を
機
に
、『
厄
落
と
し
、長
寿
の
お

祝
い
は
寿
文
庫
へ
』を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
し
、長
寿
の
祝
い
年

の
皆
さ
ん
へ
の
寄
付
も
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　
過
去
51
年
間
で
、約
６
千
人
の
厄

年
の
人
か
ら
、約
２
、２
０
０
万
円

の
寄
付
が
あ
り
、約
１
１
、８
０
０

冊
の
図
書
を
購
入
し
、「
寿
文
庫
」と

し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
年
も
こ
の
寿
文
庫
へ
の
寄
付

運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

１
月
５
日
㈭
～
３
月
12
日
㈰

◆
受
付
場
所　

尾
鷲
市
立
図
書
館

※
な
お
、初
午（
２
月
12
日
）の
頃

に
は
市
内
の
尾
鷲
神
社
、金
剛

寺
、妙
長
寺
、常
聲
寺
、祐
専

寺
、光
圓
寺
の
各
寺
社
に
寿
文

庫
協
力
箱
を
設
置
す
る
予
定

で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

海の幸・山の幸！尾鷲の名産がお買い得 !!

次回２月４日㈯開催
※１月はお休みです。

午前８時 30 分～午後０時 30 分　尾鷲魚市場
お問い合わせ　尾鷲商工会議所　☎�２６１１
　　　　　　　水産商工食のまち課
出店者募集中 !! 詳しくは、お問い合わせを。

 

１月の「三木浦こいやぁ」はお休みです。

老人クラブ１月の講座 老人クラブ連合会　☎�７９４１
講座名 日　　時 講座名 日　　時

カラオケたんぽぽ お休み 茶道 17 日　午後 0 時～

コーラス 25 日　午後１時 30 分～
カラオケさくら お休み 民謡 19 日　午前 10 時～

俳句 16 日　午後１時 30 分～ 生花 27 日 午前９時 30 分～

折り紙 24 日　午前９時 30 分～ 日舞 20 日　午前 10 時～

書道 18 日　午前９時 30 分～ 詩吟 27 日　午後１時 30 分～

⓳

し尿くみ取り日程

お問い合わせ
　クリンクルセンター 　 ☎�０６０５

須賀利　１月 11 日㈬  ～  13日 ㈮
早　田　１月 16 日㈪午前中
早　田　１月 17 日㈫
九　鬼　１月 18 日㈬  ～  20日 ㈮
三木浦　１月 24 日㈫  ～  26日 ㈭
曽　根　１月 27 日㈮
三木里　１月 30 日㈪～２月２日 ㈭
梶　賀　２月  ３日㈮
古　江　２月  ７日㈫  ～  10日 ㈮
賀　田　２月 14 日㈫  ～  17日 ㈮

精
神
科
医
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

音
楽
の
祭
典

心
に
響
く
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

溝
口
健
二
監
督
作
品・

映
画
会
参
加
者
募
集

厄
落
と
し・
長
寿
の

お
祝
い
は
寿
文
庫
へ



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

年
が
明
け
気
持
ち
も
軽
や
か

で
、い
つ
も
元
気
な
私
で
す
が
、よ

り
パ
ワ
ー
が
み
な
ぎ
る
気
が
し
ま

す
。た
っ
た
一
日
な
の
に
、真
っ
新

で
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
よ

ね
☆
☆
☆

　

さ
て
、新
年
と
い
え
ば
、や
は

り
抱
負
？
目
標
？
で
す
よ
ね
。私

は
二
つ
掲
げ
ま
し
た
。一
つ
は
、

去
年
か
ら
続
け
て
い
る
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
も
や
っ
て
い
き
ま
す
。

も
う
一
つ
は
…
、忘
れ
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
な
こ
と
に
し
ま
し
た

よ
。一
ヶ
月
も
た
た
な
い
う
ち
に
、

す
っ
か
り
わ
す
れ
て
し
ま
い
ま
す

か
ら
ね(

笑)

達
成
で
き
た
ら
、ま

た
お
知
ら
せ
し
ま
す
ね
!!
ス
テ
キ

な
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
✌

★
今
月
の
夜
間
観
望
会

６
日
㈮
～
７
日
㈯

上
弦
の
頃
の
月・シ
リ
ウ
ス

13
日
㈮
～
14
日
㈯

満
月
過
ぎ
の
月・す
ば
る

20
日
㈮
～
21
日
㈯

オ
リ
オ
ン
大
星
雲・リ
ゲ
ル・

す
ば
る（
Ｍ
45
）・
か
に
星
雲

（
Ｍ
１
）

27
日
㈮
～
28
日
㈯

ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス・シ
リ
ウ
ス・

す
ば
る（
Ｍ
45
）

・
入
館
時
間　
午
後
７
時
～
９
時

・
夜
間
曇
雨
天
の
場
合
は
閉
館

★
昼
間
の
一
般
観
望

黒
点
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
等
、太
陽

の
表
面
を
観
望
し
ま
す
。

金・土・日
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

・
81
㎝
大
望
遠
鏡
で
７
惑
星
を
観
望

し
た
人
に
記
念
証
を
贈
り
ま
す
。

・
携
帯
電
話
で
月
が
写
せ
ま
す
。

※
毎
月
第
三
日
曜
日
は
、家
庭
の

日
で
入
館
料
は
無
料
で
す
。

◆
お
は
な
し
だ
っ
こ・自
由
参
加

・
日
時　
１
月
５
日
㈭

・
対
象

　
①
１
歳
児
以
上
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

　
②
０
歳
児
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

・
内
容　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、わ
ら

　
　
　
　
べ
う
た
、指
遊
び
な
ど

◆
お
は
な
し
の
時
間・自
由
参
加

・
日
時　
１
月
11・18・25
日
㈬

　
午
後
３
時
～
４
時

・
対
象   

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

・
内
容　
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み

　
　
　
　
聞
か
せ
・
折
紙
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
広
場・自
由
参
加

・
日
時　
１
月
14・28
日
㈯

　
午
前
11
時
～
正
午

・
対
象   

小
学
生

・
内
容　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、紙
芝

居
ほ
か

１
月
の
休
館
日

１
～
４・
９・
15・
16・
23・
30・

31
日

※
１
月
５
日
か
ら
平
常
通
り

２
０
１
７（
平
成
２
９
年
）

１
月
号

発
行

日
　

平
成

２
９

年
1

月
１

日
編

集
者

　
尾

鷲
市

市
長

公
室

秘
書

広
報

係
〒

519-3696 三
重

県
尾

鷲
市

中
央

町
10

番
43

号
☎

0597-23-8132　
FAX0597-22-2111

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.city.ow
ase.lg.jp/ N

o.755
広
報

▲

防災行政無線の放送内容は、通話料無料のフリーダイヤル 0120-920-999 で聞くことができます !

人の動き（11 月 末 現 在 ）
　人　口 18,757 人　（前月比 －30 ）

  　（男 8,703 人　　女 10,054 人）
　世帯数 9,633 世帯  （前月比 －８ ）
　転　入    26人　 　  転　出  39 人
　出　生　 14人　　   死　亡  32 人

その他  　１人　   （住民基本台帳）

「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

お
わ

せ

今
月
の
お
す
す
め
図
書

天
文
科
学
館 

☎
�
０
５
２
５

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

編
集
後
記

《
一
般
図
書
》

・
リ
ー
チ
先
生　
　
　
原は

ら
だ田
マ
ハ　
著

　
陶
芸
に
魅
せ
ら
れ
、イ
ギ
リ
ス
に
帰
っ
て
窯
を

開
き
工
房
を
作
っ
た
リ
ー
チ
先
生
。若
き
日
の
情

熱
。理
想
に
燃
え
た
日
々
。仲
間
達
と
の
熱
い
友

情
。そ
の
傍
ら
に
は
い
つ
も
ひ
た
む
き
に
彼
を
支

え
る
助
手
の
亀
之
介
の
姿
が
あ
っ
た
。日
本
を
愛

し
た
イ
ギ
リ
ス
人
陶
芸
家
バ
ー
ナ
ー
ド・
リ
ー
チ

の
半
生
を
描
い
た
長
編
小
説
。

・
夕
方
５
時
か
ら
お
酒
と
ご
は
ん  　
　
　
伊い

と
う藤
ま
さ
こ　
著

　
早
い
時
間
か
ら
飲
み
は
じ
め
、早
め
に
切
り
上
げ

る
。自
由
業
以
外
の
人
は
毎
日
５
時
か
ら
と
い
う
の

は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、週
末
や
休
み
の

日
に
は
お
す
す
め
か
も
。

　
著
者
が「
あ
れ
こ
れ
工
夫
し
た
料
理
」と
と
も
に
、

お
酒
に
ま
つ
わ
る
話
も
一
緒
に
楽
し
め
る
一
冊
。

そ
の
他

・
木
も
れ
日
を
縫
う　
　
谷た

に 

瑞み
ず
え恵　

著

・
老
乱　
　
　
　
　
　
　
久く

さ
か
べ

坂
部 

羊よ
う    

著　

《
児
童
図
書
》

・
い
の
ち
の
は
な　
　
　
の
ぶ
み　
さ
く

　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
も
ら
っ
た
か
ん
た
ろ

う
で
し
た
が
、病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。水
が

も
ら
え
な
く
な
っ
た
球
根
の
プ
ー
は
、き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
る
た
め
、懸
命
に
生
き
よ
う
と
し
ま
す
が

…
。注
目
の
絵
本
作
家
の
ぶ
み
が「
情
熱
大
陸
」と
一

緒
に
作
っ
た
絵
本
。最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
強
さ

を
も
ら
え
る
一
冊
で
す
。

そ
の
他

・
ゆ
き
み
ち
さ
ん
ぽ　
　
　
　
　
　
え
が
し
ら
み
ち
こ　
作

・
指
き
り
は
魔
法
の
は
じ
ま
り　
　
富と
み
や
す安

陽よ
う
こ子  

著


